
2025年度 7 月

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞（テーマ に関する 子ども の興味関心 、 園の特色 など

２．探究活動の実践

実施日
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① 7月14日 4

② 7月31日 16 20 18

③

④

⑤

　

　（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した 素材や道具）

・活動中の子供の姿・声、子供同士や教諭との関わり 等を記載ください。

　（活動の内容 、 活動中見られた 子 ども の姿、 教諭 との関わり 等）

アート（制作活動）

季節の制作や感触遊びなど日頃から様々な素材、画材に触れて表現する機会が多くあり、水の混ざりあう

様子、作っていく中で形が変化する様子に興味をもち創作意欲が高まっていると感じた。今まで触れた

ことのない様々な素材や環境に触れることで表現する楽しさをさらに感じてほしい

対象クラス・対象人数

活動内容

2025/7/14　職員向けのワークショップで実際に子ども向けに行う内容を職員が体験する

　　　　　　出来上がった作品を見せ合い感想を伝え合う

　　　　　　幼児期における創作活動の重要性についての講習を聞く

2025/7/31  ３歳児　『色面とマチエール』４歳児『いろいろな線と色で遊ぼう』

              使用画材・準備物　ケント紙・オイルパステル・ベビーパウダー・割りばし・ティッシュ・新聞紙

　　　　活動内容　オイルパスを使って色を塗る・重ねることで色を感じて色に親しむ・形を意識する体験

　　　　子どのの反応　・初めて使うオイルパステルのにおいをかいで「焦げパンのにおいがする！」と言った

　　　　　　　　　　り、転がしてみて手のひらや指で感触を楽しみ「早く塗りたい！」と意欲が高まってい

　　　　　　　　　　　・いつも使っているクレヨンより色が鮮やかにでていることに気づき、手をぐるぐる動

　　　　　　　　　　かし夢中で色を重ねていた

　　　　　　　　　　　・はじめは説明通りに見本を真似してやろうとする子どももいたが、だんだんとまわり

　　　　　　　　　　を気にしたり恐れることなく色を重ねていた

　　　　　　　　　　　・こすることで色が混ざり合っていくことに気付いたり「魔法の粉をかけたらふわふわ

　　　　　　　　　　の絵になった」「雲みたいに白い模様ができた」と友達と見せ合ったりする

　　　　　　　　　　　・「写真みたい！」マスキングテープをはがしてはがき大の作品が出てきたことに驚き

　　　　　　　　　　つつ嬉しそうに作品を見つめていた。みんなの前で作品を見せ合うと「海みたい」「虹に

　　　　　　　　　　見える」とお友達の作品の感想を伝えたり自分の作品の説明をしたりする

　　　　　　　　　　　・自分の作品を講師の方やお友達にほめてもらいたくさん拍手をもらえるととても嬉し

　　　　　　　　　　そうな表情を見せ作品を宝物のように大切に扱っていた

　　　　保育士のかかわり　・「○○さんの作品はこの色が素敵」「この色の混ざり具合がきれいね」と具体的

　　　　　　　　　　　に言葉をかけるようにした



〇

〇

〇

〇

〇

〇

活動の様子が分かる 写真 2 枚 以上 を貼付 してください。 

（HP などで 公開する可能性がありますので 、公開可能な ものを使用ください。）

グループ単位での活動等により、 乳幼児同士の対話、関わりを促す。

活動におけるチェックリスト

活動中の乳幼児の言葉、表情、ジェスチャー等の表現に着目し、 メモ・写真・映像等で記録する。

乳幼児一人ひとりが主体的に活動できるよう配慮した声掛け等を行う。

記録をもとに、乳幼児の関心や発見、表現を振り返る。

幼稚園・保育所等の各施設の教諭数値・保育者所同士や保護者等に、探究活動の内容を共有する。

次の探究活動の更なる充実に向け、新たな問いや環境の構成を考える。



３．振り返り

４．今月の購入実績

費用（税込）

22,700

3,300

9,240

35,240

記入日：

記入者：

7月15日 オイルパステル（各クラス共通） フレーベル館

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・初めて体験する画材や素材に子どもたちが触ったりにおいをかいだりと、自ら感触を楽しむ姿があり、感じたこ

とを言葉で伝え合う姿があった。今後子どもたちに問いかけることをたくさんしていきたいと思った

・５歳児になると、はじめは先生の見本通りに描こうと「これであってる？」などと問いかけることがあったが、工

程が進んでいくと、こすったり引っかいたり濃淡をつけたりと思い思いに夢中になっていた。できた作品をお友達や

講師の方にたくさん褒めてもらうことで、自己肯定感が高まっているように感じた。今後の保育の中でも、友達同

士で認め合ったりほめあったりするような場面を作っていきたいと思った。

・３，４，５歳児と年齢が上がっていくと話を聞く姿勢や理解力が高まっているということに改めて気づいたの

で、今後のワークショップの際には席を工夫してお互いのクラスで高めあえるようにしていきたいと思った。

注文日 項目 購入方法

7月15日 ３歳児用画材 フレーベル館

7月15日 ４，５歳児用画材 フレーベル館

令和7年8月1日

池谷純子


